
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予
算
組
み
替
え
動
議
の
主
旨 

 

二
〇
一
一
年
度
那
覇
市
一
般
会
計
予
算
案
」
に
つ
い
て

の
、
日
本
共
産
党
の
組
み
替
え
を
求
め
る
動
議
に
賛
成
し
、

原
案
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。 

民
主
党
政
権
は
、
旧
自
公
政
権
の
「
構
造
改
革
」

を
継
続
し
、
社
会
保
障
の
負
担
増
や
増
税
に
よ
る
生

活
破
壊
を
改
め
る
抜
本
的
対
策
を
図
ら
ず
、
地
方
分

権
の
名
で
地
方
切
捨
て
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
方
自

治
体
の
使
命
は
「
住
民
の
福
祉
を
守
る
こ
と
」
で
あ

り
、
自
治
体
は
国
の
下
請
け
機
関
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。 

格
差
と
貧
困
が
広
が
り
、
物
を
買
う
力
を
無
く
し
て

い
る
、
市
民
の
生
活
を
立
て
直
す
努
力
が
、
本
市
の
予

算
に
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

二
〇
一
一
年
度
の
予
算
に
は
、
日
本
共
産
党
が
求

め
て
き
た
、
プ
ー
ル
安
全
管
理
補
助
員
の
事
業
が
「
学

校
安
全･

安
心
支
援
員
」
と
し
て
復
活
し
、
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
公
費
助
成
、
発
達
障
害
の
問
題

に
対
応
す
る
予
算
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
学
校
内
整
備
や

家
賃
補
助
、
幼
稚
園
教
諭
の
正
職
員
化
、
市
営
住
宅

の
建
替
え
推
進
な
ど
の
予
算
も
含
ま
れ
て
お
り
、
私

た
ち
は
こ
の
よ
う
な
予
算
に
反
対
を
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
本
日
の
議
案
３
５
件
の
う
ち
、
３
２

件
に
は
賛
成
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
新
年
度
予
算
は
、
暮

ら
し
を
改
善
し
、
市
民
の
要
求
を
実
現
す
る
予
算
編
成

に
な
っ
て
お
ら
ず
、
経
済
不
況
や
雇
用
の
改
善
の
た
め

の
積
極
的
な
独
自
の
経
済
対
策
も
乏
し
い
内
容
で
あ

り
ま
す
。 

「
保
育
所
へ
の
待
機
児
童
解
消
」
に
対
す
る
、
子
育
て
世
代
の
切

実
な
願
い
に
応
え
る
予
算
編
成
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

入
園
式
が
目
前
に
来
て
い
る
今
、
三
月
一
日
時
点
で
の
那
覇
市
の

保
育
所
待
機
児
童
数
は
、
九
一
八
人
で
す
。 

今
年
度
も
市
立
鏡
原
保
育
所
の
払
下
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。
公
立

保
育
所
の
廃
止
を
中
止
し
て
、
認
可
保
育
園
を
増
や
す
こ
と
を

求
め
ま
す
。 

二
〇
一
一
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、
公
益
性
が
監
査
か
ら

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
民
間
企
業
が
行
う
「
モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋

駅
周
辺
再
開
発
事
業
」
に
、
借
金
を
し
て
ま
で
、
合
計
で
２
億

５
千
２
０
３
万
４
千
円
の
市
民
の
税
金
を
こ
の
事
業
に
使
お

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
税
金
の
ム
ダ
使
い
は
あ
ら
た

め
る
べ
き
で
す
。 

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
っ
て
莫
大
な
決
算
剰
余
金
を
生

み
出
し
、
積
み
立
て
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
財
政
調
整
基
金
や
減

債
基
金
は
、
両
方
の
基
金
の
新
年
度
残
高
見
込
み
額
は
五
一
億

円
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
那
覇
市
は
、
こ
の
４
年
間
で
い
ま
ま
で
な
か
っ
た
、

施
設
整
備
基
金
・
子
育
て
基
金
・
マ
チ
グ
ヮ
ー
活
性
化
支
援
基

金
・
市
営
住
宅
建
替
え
基
金
・
環
境
保
全
基
金
な
ど
新
た
な
基

金
を
作
っ
て
お
り
、
そ
の
総
額
は
残
高
１
９
億
７
０
０
０
万
円

に
も
達
し
、
以
前
と
比
べ
て
、
財
政
が
厳
し
い
状
態
で
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。 

た
と
え
ば
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
、
療
育
セ
ン
タ
ー
の
施
設
及
び
人
員
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

一
人
親
家
庭
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。
義
務
教
育
の
保
護

者
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。
中
小
零
細
企
業
の
仕
事
を
作

り
、
経
済
波
及
効
果
の
大
き
い
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
創
設
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
具
体
化
の
促
進
を
図
る

こ
と
、
学
童
保
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
、
生
活
保
護
行
政
の
正

職
員
を
増
や
す
こ
と
、
な
ど 

収
入
の
低
下
と
長
引
く
不
況
に
よ
る
観
光
産
業
と
市
経
済

の
停
滞
に
鑑
み
、
暮
し
と
福
祉
、
教
育
・
雇
用
・
経
済
活
性
化

対
策
等
の
予
算
へ
と
組
み
替
え
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県
道
２
２
２
号
線
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
伴
う
い
く
つ
か
の

弊
害
の
改
善
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。 

●
新
真
地
交
差
点
か
ら
識
名
に
向
か
う
側
道
か
ら
２

２
２
号
線
バ
ス
路
線
の
本
道
に
合
流
す
る
地
点
が
夜
は

真
っ
暗
で
あ
り
交
通
安
全
の
観
点
か
ら
街
灯
の
設
置
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。
対
応
を
問
う
も
の
で
す
。 

●
逆
側
の
側
道
か
ら
、
バ
イ
パ
ス
に
合
流
す
る
地
点
が 

朝
夕
は
左
折
の
車
で
渋
滞
し
、
側
道
か
ら
の
合
流
が
困 

難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
真
地
交
差
点
の
信
号
に
左
折 

矢
印
信
号
を
つ
け
る
な
ど
、
渋
滞
緩
和
を
求
め
る
声
が 

あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
バ
イ
パ
ス
開
通
に
伴
い
真
和
志
高
前
バ
ス
停
が
移 

動
に
な
り
、
新
真
地
交
差
点
に
新
バ
ス
停
が
設
置
さ
れ 

た
が
、
付
近
に
雨
風
を
し
の
ぐ
場
が
全
く
な
い
た
め
、 

屋
根
付
き
の
バ
ス
停
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
対
応
と
見 

解
を
問
う
も
の
で
す
。 

屋
根
つ
き
バ
ス
停
は
、
必
要
性
を
認
め
、
新
年
度

予
算
で
の
設
置
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
一
刻
も
早
い
設

置
が
求
め
ら
れ
ま
す
。⇨ 

泉
崎
・
牧
志
・
久
茂
地
・
前
島
・
壺
屋
な
ど
那
覇
市
の
中
心
地

で
、
少
子
高
齢
化
の
人
口
減
少
が
顕
著
で
、
街
の
賑
わ
い
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

今
、
「
買
い
物
難
民
」
と
「高
齢
者
の
孤
独
死
」
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
、
核
家

族
化
と
独
居
高
齢
者
の
増
加
、
貧
困
の
拡
大
、
人
口
減
少
に
よ
る

身
近
な
商
店
の
閉
店
や
ス
ー
パ
ー
の
撤
退
な
ど
、
高
齢
者
に
と
っ

て
生
活
し
づ
ら
い
地
域
は
、
子
育
て
に
も
影
響
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
久
茂
地
小
学
校
の
統
廃
合
が
提
起
さ
れ
、

地
域
住
民
の
反
発
も
起
き
て
い
ま
す
。
中
心
市
街
地
の
人
口
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
本
市
は
中
心
市
街
地
の
空
洞
化

に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
見
解
を
求
め
ま
す
。 

中
心
市
街
地
が
置
き
去
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

少
子
高
齢
化
・核
家
族
化
の
進
行
で
、
中
心
市
街
地
の
高
齢
化

は
急
激
に
進
み
、
人
口
の
減
少
が
様
々
な
都
市
機
能
の
活
力
を

失
わ
せ
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

答
弁
で
は
、
市
全
体
の
人
口
が
平
成
５
年
か
ら
平
成
１
９
年
に

は
３
％
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
中
心
市
街
地
は
マ
イ
ナ
ス
１

６
％
、
３
６
４
９
人
も
減
少
し
て
い
ま
す
。 

●
聴
覚
障
害
者
や
難
聴
の
方
で
も
、
集
会
所
や
公
民
館
な
ど
で
音
楽

や
演
劇
、
講
演
な
ど
に
親
し
め
る
よ
う
補
聴
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
べ
き

で
は
な
い
か
。 

●
新
し
い
市
役
所
庁
舎
の
本
会
議
場
の
傍
聴
席
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

先
駆
的
な
取
り
組
み
で
、
現
在
の
市
民
会
館
に
も
導
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
、
高
く
評
価
し
ま
す
。
た
だ
、
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う

の
は
、
周
知･

宣
伝
が
不
足
で
は
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
公
共
施
設
を
始
め
、
民
間
の
ホ
ー
ル
に
も
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
推
進
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    

街
な
か
居
住
促
進
で
、
建
設
管
理
部
が
策
定
し
て
い
る
、

「
那
覇
市
住
生
活
基
本
計
画
」
の
具
体
化
や
中
心
商
店
街
に

も
関
わ
る
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
具
体
化
な
ど
は
、

都
市
計
画
部
も
参
加
し
た
、
総
合
的
な
対
策
室
を
立
ち
上

げ
る
く
ら
い
の
、
全
庁
的
な
位
置
づ
け
が
必
要
で
す
。 

 
 

沖
縄
市
で
新
年
度
か
ら
事
業
化
さ
れ
る
、
子
育
て
世
帯
へ

の
家
賃
補
助
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は
、
中
心
市
街
地
への

居
住
促
進
を
図
る
有
効
な
政
策
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
具
体
的
な
政
策
を
早
く
打
ち
出
し
て
、
街

の
空
洞
化
を
改
善
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

   

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
交
換
の
状
況
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
求
め
る
声
も

あ
る
が
、
検
討
の
中
に
は
い
っ
て
い
る
か
。 

●
公
園
や
市
民
体
育
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
市
民
体
育
館
前
の
信
号
が
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
な
ど
が
あ
る
と
大
渋
滞
す

る
な
ど
、
環
状
２
号
線
の
往
来
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
利
用
し
や
す

い
施
設
・
公
園
に
す
る
た
め
に
も
総
合
的
な
交
通
誘
導
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。
見
解
を
問
い
ま
す
。 

●
識
名
東
線
の
市
民
体
育
館
横
の
地
点
は
、
か
な
り
狭
く
な
っ
て
い
る
が
、
拡

張
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

答
弁 

公
園
内
の
遊
歩
道
の
拡
幅
と
い
う
形
で
、
道
路
の
安
全
が
図
ら
れ
る

よ
う
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
環
状
２
号
線
の
拡
幅
が
図
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
渋
滞
緩
和
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

昨
年
十
二
月
の
寒
い
日
に
、
こ
の
バ
ス
停
に
十
五
名
ほ
ど
の

高
校
生
と
市
民
が
待
っ
て
い
た
と
き
に
、
突
然
、
に
わ
か
雨
が

降
り
だ
し
ま
し
た
。
逃
げ
場
の
な
い
状
況
で
、
全
員
が
雨
に

打
た
れ
て
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
て
い
る
場
面
は
、
気
の
毒
で
正

視
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

バ
ス
離
れ
が
言
わ
れ
て
久
し
い
時
に
、
こ
の
よ
う
な
目
に
あ

っ
た
ら
、
だ
れ
も
バ
ス
に
乗
ら
な
い
風
潮
を
作
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
風
よ
け
の
壁
や
ベ
ン
チ
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
な
る
弱

者
に
優
し
い
バ
ス
停
に
な
る
こ
と
も
、
申
し
添
え
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 


